
1897(明治 30)年の創刊以来 120年以上の歴史を誇る、み教えの新聞 

「本願寺新報」 

 

【発行詳細】 

・毎月 3回発行（1 日号、10日号、20 日号） 

 ※7月 10日、12 月 10日は休刊 

・発行部数 1回 約 3万 2千部 

 ※お盆特集号は約 15万部 

新年特集号は約 14万部 

・ブランケット判、8頁（特集号は 16頁） 

 

【特徴】 

・門信徒、僧侶（寺院）向けの宗派情報紙。 

・国内の浄土真宗本願寺派寺院〔約 10,100カ寺〕には、全て届けられます。 

・さらに、全国の多くの門信徒が購読中。 

・西本願寺内（安穏殿入口、聞法会館ロビー）にて最新号を掲示しています。 

 

【読者はこんな人】 

・全国津々浦々の僧侶・門信徒やその家族。 

・西本願寺の参拝や観光に来られた方。 

・本山や別院参拝の前にチェックする人も。 

・お寺からのプレゼントで配られ、読み始めた方。 

・ライトな門信徒から篤信の念仏者まで、幅広く読まれている新聞です。 

 

【現在の主な広告】 

・書籍、月刊誌        ・仏具、仏壇         ・お茶、お菓子 

・法衣、クリーニング     ・事務機器、事務用品、リース ・造園 

・地域の特産品        ・茶道関係          ・ＣＤ・ＤＶＤ 

・旅行会社          ・宿泊施設          ・保険 

・学生募集          ・建設関係          ・墓地、納骨堂 

などなど 

 

【担当者メモ】 

・売りたいものが、ダイレクトに伝わります。 

・全国の門信徒の方々の目にとまります。 

・広告で出た商品をお寺がまとめ買いをして、門信徒への記念品にするケースも。 

・広告のサイズも大小さまざまで、予算にあわせてお選びいただけます。 

・特に特集号（お盆、新年）は、多くの寺院が門信徒の方に配布しています。 

・西本願寺内に最新号が掲載されるので、購読者以外でも参拝に訪れた方の目にも留まります。 

・講演会や法座、イベントなどを告知する手段として掲載するのもあり。 

・月に 3回（7月、12月は 2回）発刊しているので、素早くアピールしたい際は特におススメ。 


